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吉
祥
山
泉
福
寺
（
そ
の
２
）

■
泉
福
寺
の
隆
盛

　

泉せ
ん

福ぷ
く

寺じ

は
、平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
、隆
盛
を
極
め
て
い
ま
し
た
。

　
焼
失
し
た
旧
本
尊
の
十
一
面
観
世
音
菩

薩
像
（
伝で
ん
ぎ
ょ
う
き

行
基

作
）
や
聖
観
世

音
菩
薩
像
、
観

世
音
菩
薩
像

は
、
い
ず
れ
も

藤
原
期
（
平

安
時
代
中
・
後

期
）
制
作
の
な

た
彫
り
一
木
造
り
の
仏
像
で
、

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
の
中

日
伊
勢
湾
周
辺
総
合
学
術
調
査
団
美
術
班

（
石
田
茂
作
奈
良
国
立
博
物
館
長
な
ど
）

の
調
査
で
、
非
常
に
価
値
の
高
い
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
に
も
、鎌
倉
時
代
作

の
金
銅
仏
・
大だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

日
如
来
坐
像（
焼
失
）や
、

か
ろ
う
じ
て
頭
部
と
胴
部
の
み
が
焼
け
残
っ

た
金
銅
仏
・
薬や
く
し
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

師
如
来
坐
像
（
田
原
市
指

定
文
化
財
）
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
仏
像

の
胴
部
背
後
に
は「
勧
進
沙
門
金
剛
仏
子

永
俊　
泉
福
寺　
嘉
禎
参
年
丁
酉
」
の
銘

が
刻
ま
れ
、

嘉
禎
３
年

（
１
２
３
７
）

に
永え
い
し
ゅ
ん俊と
い
う
僧
侶
の
勧
進
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

海
を
隔
て
た
知
多
郡
美
浜
町
に
あ
る

野の

ま間
大だ
い
ぼ
う坊（
大
御
堂
寺
）所
蔵
の
錫
し
ゃ
く
じ
ょ
う
杖（
愛

知
県
指
定
文
化
財
）
に
も
「
奉
施
入
三
州

渥
美
郡
泉
福
寺
拝
殿　
元
応
庚
申
八
月
日

大
勧
進
栄
源
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
元
応
庚

申
の
年
は
、
元
応
２
年
（
１
３
２
０
）
で
、

こ
の
年
の
８
月
に
栄
源
と
い
う
僧
侶
の
勧
進

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

和
地
町
に
あ
る
医い
ふ
く
じ

福
寺
蔵
の
大
だ
い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経

（
田
原
市
指
定
文
化
財
）
は
、
木き

そ曽
義よ
し
な
か仲

の
祐ゆ
う
ひ
つ筆
で
あ
っ
た
太た
ゆ
う
ぼ
う
か
く
み
ょ
う

夫
坊
覚
明
の
写
経
と

伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
た

び
た
び
補
書
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
、

「
正
和
五
年
六
月
十
日
参
州
渥
美
郡
山
田

泉
福
寺
東
ノ
坊
ニ
書
写
シ
ヲ
ワ
ル
」
と
記
さ

れ
た
も
の
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代

の
正
和
５
年
（
１
３
１
６
）
に

泉
福
寺
の
東
坊
で
圓え

ん
し
ょ
う證と
い
う

人
が
補
書
し
た
こ
と
が
そ
の
奥

書
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

泉
福
寺
境
内
の
東
方
に
あ
る

約
90
基
あ
っ
た
と
さ
れ
る
中
世

墳
墓
群（
田
原
市
指
定
文
化
財
）

は
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か

け
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
墓
地
に
は
、
渥
美
・
常
滑
・

瀬
戸
で
生
産
さ
れ
た
焼
き
物
（
壺
や
瓶
子

な
ど
）
が
蔵
骨
器
に
転
用
さ
れ
埋
納
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
列
挙

し
た
焼
失
ま
た

は
現
存
す
る
泉

福
寺
関
係
の
文

化
財
な
ど
は
、

平
安
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て

の
泉
福
寺
の
隆

盛
を
物
語
る
も

の
で
す
。

■
泉
福
寺
の
衰
退

　

平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
に
全
盛
を
誇
っ
た

泉
福
寺
は
、
戦
国
時
代
の
混
乱
に
よ
り
一

時
期
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

文
明
12
年
（
１
４
８
０
）
ご
ろ
に
田
原

に
城
を
築
城
し
た
戸と

だ田
宗む
ね
み
つ光
や
天
文
16
年

（
１
５
４
７
）
の
今い
ま
が
わ
よ
し
も
と

川
義
元
に
よ
る
奥
郡

攻
め
な
ど
に
よ
り
泉
福
寺
は
、
戦
国
乱
世

に
よ
る
荒
廃
の
時
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　

慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）、
田
原
城
主

と
な
っ
た
戸と

だ田
尊た
か
つ
ぐ次
が
山
田
村
を
支
配
し
、

泉
福
寺
の
修
復
を
し
た
こ
と
か
ら
も
戦
国

混
乱
期
に
泉
福
寺
が
荒
廃
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
天
野
）
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